
平
安
朝
和
歌
と
「
も
の
」
形
容
詞
「
も
の
」
形
容
動
詞

東

は
　
じ
　
め
　
に

（
ュ
）

「
も
の
」
形
容
詞
は
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
既
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
文
献
に
盛
ん
に
見
え
出
す
の
は
、
周
知
の
如
く
平
安
時
代
に
至
っ
て

か
ら
で
あ
る
。

（9）

豊
田
知
加
子
氏
は
、
平
安
朝
の
物
語
日
記
随
筆
等
に
つ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い

「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
詳
細
に
調

べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
い
ま
新
た
に
、
小
柄
の
筆
者
の
調
査
し
た
結
果
に
よ

れ
ば
、
異
り
語
数
で
は
、
「
も
の
」
形
容
詞
が
六
三
語
、
「
も
の
」
形
容
動
詞

が
五
九
語
、
計
一
二
二
語
と
な
り
、
延
べ
語
数
で
は
、
「
も
の
」
形
容
詞
が
八

（3）

三
二
語
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
が
三
一
四
語
、
計
一
一
四
五
語
と
な
る
。

い
ま
、
延
べ
語
数
の
大
き
い
も
の
か
ら
順
次
挙
げ
て
み
る
と
、
次
下
の
如
く

で
あ
る
。

〔
「
も
の
」
形
容
詞
〕

物
さ
わ
が
し
（
九
八
）
、
物
く
る
は
（
ほ
）
し
（
九
四
）
、
物
し
（
七
九
）
、

物
う
し
（
七
七
）
、
物
も
の
し
（
六
二
）
、
物
は
か
な
し
六
五
六
）
、
物

こ
こ
ろ
ば
そ
し
（
五
こ
、
物
お
そ
ろ
し
（
四
七
）
、
物
ふ
か
し
（
二
九
）
、

物
む
つ
か
し
（
二
九
）
、
物
か
な
し
（
二
六
）
、
物
お
も
は
し
（
二
三
）
、

物
げ
な
し
（
一
七
）
、
物
な
げ
か
し
（
一
六
）
、
物
と
は
し
（
一
五
）
、
物

き
よ
し
（
一
二
）
、
物
す
さ
ま
し
（
一
〇
）
、
物
は
づ
か
し
（
一
〇
）
、
物

つ
つ
ま
し
（
六
）
、
物
さ
び
し
（
五
）
、
物
わ
び
し
（
五
）
、
物
う
ら
め
し

（
四
）
、
物
き
た
な
し
（
四
）
、
物
た
の
も
し
（
四
）
、
物
は
か
ば
か
し

（
四
）
、
物
あ
し
（
三
）
、
物
ち
か
し
（
三
）
、
物
は
し
た
な
し
（
三
）
、

物
ゆ
か
し
（
三
）
、
物
う
る
は
し
（
二
）
、
物
お
も
し
ろ
し
（
二
）
、
物
こ

こ
ろ
づ
き
な
し
（
二
）
、
物
わ
か
し
（
二
）
、
物
わ
づ
ら
は
七
（
二
）
、
物

い
ひ
さ
が
な
し
（
一
、
以
下
同
じ
）
、
物
い
そ
が
し
、
物
う
し
ろ
め
た
し
、

物
う
と
し
、
物
う
ひ
う
ひ
し
、
物
お
い
お
い
し
、
物
き
ら
き
ら
し
、
物
く
さ

し
、
物
く
ね
く
ね
し
、
物
く
ら
し
、
物
く
る
し
、
物
け
ぢ
か
し
、
物
こ
．
こ
ろ

う
し
、
物
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
、
物
こ
の
ま
し
、
物
ご
は
し
、
物
さ
う
ざ
う
し
、

物
し
ど
け
な
し
、
物
た
か
し
、
物
な
さ
け
な
し
、
物
は
え
な
し
、
物
は
や
し
、

物
は
ら
だ
た
し
、
物
へ
だ
て
が
ま
し
、
物
め
か
し
、
物
ゆ
ゆ
し
、
物
よ
し
、

物
を
か
し
、
物
を
こ
が
ま
し

〔
「
も
の
」
形
容
動
詞
〕

物
あ
は
れ
な
り
（
九
六
）
、
物
き
よ
げ
な
り
（
二
二
）
、
物
こ
こ
ろ
ば
そ
げ
な

り
（
一
九
）
、
物
し
げ
な
り
（
一
九
）
、
物
ま
め
や
か
な
り
（
一
六
）
、
物

う
げ
な
り
（
一
五
）
、
物
は
か
な
げ
な
り
（
一
〇
）
、
物
お
も
は
し
げ
な
り

（
九
）
、
物
な
げ
か
し
げ
な
り
（
八
）
、
物
は
な
や
か
な
り
（
八
）
、
物
ふ



か
げ
な
り
（
五
）
、
物
む
つ
か
し
げ
な
り
（
五
）
、
物
あ
ざ
や
か
な
り
（
四
）
．

物
お
そ
ろ
し
げ
な
り
（
四
）
、
物
お
も
ひ
な
げ
な
り
（
四
）
、
物
さ
わ
が
し

げ
な
り
（
四
）
、
物
し
つ
か
な
り
（
四
）
、
物
か
ま
し
げ
な
り
（
三
）
、
物

け
ぎ
ゃ
か
な
り
圭
一
）
、
物
さ
び
し
げ
な
れ
（
三
）
、
物
し
め
や
か
な
り

（
三
）
、
物
つ
づ
ま
し
げ
な
り
（
三
）
、
物
あ
は
れ
げ
な
り
（
二
）
、
物
を

よ
ら
か
な
り
（
二
）
、
物
こ
ま
や
か
な
り
（
l
〇
、
物
さ
わ
や
か
な
り
（
二
）
、

．
物
し
た
た
か
な
り
（
二
）
、
物
す
さ
ま
し
げ
な
り
（
二
）
、
物
の
ど
や
か
な

り
．
（
二
）
、
物
は
づ
か
し
げ
な
り
（
二
）
、
物
ほ
こ
り
か
な
り
（
二
）
、
物

転
の
し
げ
な
り
（
二
）
、
物
あ
ら
は
な
り
（
一
、
以
下
同
じ
）
、
物
い
と
は

し
げ
な
り
、
物
い
り
げ
な
り
、
物
う
ら
み
が
ち
な
り
、
物
う
ら
め
し
げ
な
り
、

物
う
ら
ら
か
な
り
、
物
お
も
ひ
が
は
な
り
・
物
か
し
こ
げ
な
り
、
物
き
打
と

∵
な
り
、
物
き
ら
ら
か
な
り
、
物
く
る
は
し
げ
な
り
、
物
こ
こ
ろ
ば
そ
げ
な
り
、

物
こ
ほ
ど
は
し
げ
な
り
、
物
こ
ま
か
な
り
、
物
し
の
び
や
か
な
り
、
物
す
が

や
か
な
り
、
物
そ
ば
そ
ば
し
げ
な
り
、
物
た
の
も
し
げ
な
り
、
物
つ
よ
げ
な

り
、
物
は
る
か
な
り
、
物
ふ
ぴ
ん
な
り
、
物
ほ
こ
り
ら
か
な
り
、
物
は
め
が

ち
な
り
、
物
や
は
ら
か
な
り
、
物
ゆ
か
し
げ
な
り
、
物
わ
か
や
か
な
り
、
物

わ
づ
ら
は
し
げ
な
り

と
こ
ろ
で
、
和
歌
に
お
け
．
る
「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
の
使

用
状
況
に
つ
い
て
は
、
根
来
司
氏
が
「
『
も
の
』
形
容
詞
、
『
も
の
』
形
容
動

詞
で
忘
れ
が
た
い
の
は
『
も
の
う
し
』
を
除
い
て
は
散
文
に
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら

れ
て
和
歌
に
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
三
代
集
の
例
を

挙
げ
ら
れ
、
又
、
糸
井
通
浩
氏
も
同
様
の
趣
旨
で
万
葉
集
、
八
代
集
の
例
数
を

（
▲
）

挙
げ
ら
れ
た
か
、
未
だ
十
分
に
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
、
小
柄
で
は
そ
の

点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
調
査
範
囲
は
次
下
に
止
ま
る
。
い
ず
れ
も
一
回
の
調

査
で
あ
る
。

佐
伯
梅
友
校
注
『
古
今
和
歌
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
　
柑
聖
芸

『
古
今
集
総
索
引
』
　
大
阪
女
子
大
学
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
　
片
桐
洋
一

『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
』
　
絹
和
郎
冊
『
後
拾
遺
和
歌
集
総
索
引
』
　
増
田

繁
夫
他
『
金
葉
和
歌
集
総
索
引
本
文
・
黙
引
』
．
滝
沢
貞
夫
『
詞
花
井
総
索

引
』
　
軌
酷
附
補
『
千
載
和
歌
集
』
　
滝
沢
貞
夫
『
千
載
集
総
索
引
』

接
願
誓
後
藤
重
郎
校
注
　
『
新
古
今
和
歌
集
』
　
（
日
本
古
典
文
学

大
系
）
　
滝
沢
貞
夫
　
『
新
古
今
集
総
索
引
』
　
　
『
図
書
寮
荒
刊

古
今
和
歌
六
帖
上
下
』
　
紺
舶
鵬
冊
　
『
私
家
集
訟
彊
崇
総
索
引
』

曽
田
文
雄
『
伊
勢
集
姦
宮
集
語
彙
索
引
』
　
片
桐
洋
一
『
紀
貫
之

仝
歌
集
総
索
引
』
　
三
保
サ
ト
子
『
道
命
阿
闇
梨
集
本
文
と
総
索
引
』
　
神

作
光
一
『
曽
繭
好
忠
集
の
校
本
・
総
索
引
』
　
久
保
木
哲
夫
『
四
条
官
下
野

集
本
文
及
び
総
索
引
』
　
椚
㌔
項
朗
『
根
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
と
そ
の

研
究
禁
筍
　
琵
編
』
　
今
井
源
衛
監
修
『
校
本
馬
内
侍
集
と
総
索
引
』

井
狩
正
司
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
粧
紳
拍
び
』
　
赤
羽
淑
『
藤
原
定
家
全

歌
集
全
句
索
引
』
　
伊
藤
嘉
夫
校
注
『
山
家
集
』
　
（
日
本
古
典
会
苔
）
　
日

田
昭
吾
『
西
行
法
師
全
歌
集
総
索
引
』
　
小
沢
サ
ト
子
『
凍
洋
文
庫
蔵
明
恵

上
人
歌
集
本
文
と
総
索
引
』
　
仙
叩
耶
獅
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
本
文
及
び
総
黙
引
』

森
本
元
子
『
俊
成
姐
女
仝
歌
索
引
』
　
清
水
文
雄
『
校
定
本
和
泉

式
部
歌
集
（
正
・
枕
）
』
同
『
和
泉
式
部
歌
集
』
　
（
岩
波
文
庫
）
　
平
林
文

雄
『
成
尋
阿
関
梨
母
集
の
基
礎
的
研
究
』
　
川
村
晃
生
『
能
因
法
師
共
・
玄

々
集
と
そ
の
研
究
』
一
熊
本
守
雄
『
恵
慶
集
校
本
と
研
究
』
　
半
田
公
平

『
寂
蓮
法
師
全
歌
集
と
．
そ
の
研
究
』
　
久
保
田
淳
『
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研

究
』
　
片
山
享
『
校
本
秋
祥
月
活
集
と
そ
の
研
究
』
　
多
賀
宗
年
『
校
本
拾

玉
集
』
及
び
、
上
を
除
く
和
歌
史
研
究
会
商
『
私
家
集
大
成
中
古
I
、
I
、

中
世
I
b
所
収
の
私
家
集
す
べ
て
、
同
『
中
世
I
』
の
う
ち
の
「
後
鳥
羽
院



御
集
」
で
あ
五

第
　
l
　
節

せ
ず
、
平
安
朝
和
歌
を
一
共
時
態
と
し
て
見
た
場
合
、
そ
こ
に
何
程
類
の

「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
列
記
し
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

物
う
し
、
あ
ら
ま
も
の
う
し
、
物
恨
め
し
、
物
お
そ
ろ
し
、
物
思
は
し
、
物

か
な
し
、
物
く
る
は
し
、
物
こ
ひ
し
、
物
さ
び
し
、
物
と
こ
ろ
せ
し
、
物
な

げ
か
し
、
物
な
つ
か
し
、
物
は
か
な
し
、
物
む
つ
か
し
、
物
め
か
し
、
物
め

づ
ら
し
、
物
々
し
、
物
わ
び
し
、
・
物
あ
は
れ
な
り
、
物
あ
ら
げ
な
り
、
物
う

げ
な
り
、
物
わ
び
し
ら
な
り

こ
れ
ら
二
二
異
り
語
を
、
前
記
の
物
語
等
作
品
群
に
所
用
の
「
も
の
」
形
容

詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
と
比
較
し
て
み
る
の
に
、
「
あ
ら
ま
も
の
う
し
」

「
物
こ
ひ
し
」
　
「
物
と
こ
ろ
せ
し
」
　
「
物
な
つ
か
し
」
　
「
物
め
づ
ら
し
」
　
「
物

あ
ら
げ
な
り
」
　
「
物
わ
び
し
ら
な
り
」
等
の
七
種
は
、
物
語
等
作
品
群
に
見
ら

れ
な
い
語
詞
で
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
、
物
語
等
作
品
群
の
一
二
二
昇
り
語
に

対
し
て
、
大
き
な
隔
り
の
存
す
る
こ
と
が
判
る
。

そ
こ
で
、
和
歌
所
用
の
二
二
異
り
語
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
調
べ
る
こ
と

に
し
た
い
。
ま
ず
、
延
べ
語
数
の
多
い
も
の
か
ら
順
次
掲
げ
る
こ
と
に
し
、
歌

集
名
及
び
歌
番
号
を
示
す
。

〔
「
も
の
」
形
容
詞
〕

物
う
し
（
歌
集
四
三
、
延
べ
語
数
七
八
）

紀
貫
之
仝
歌
集
（
八
五
四
a
、
八
六
四
b
、
九
六
七
）
、
み
つ
ね
（
二
四

〇
）
、
元
良
親
王
集
（
三
四
）
、
き
よ
た
～
（
七
五
）
、
も
と
さ
ね
（
二
六

七
）
、
藤
原
義
孝
集
（
七
一
）
、
斎
官
女
御
集
（
五
、
八
〇
）
、
よ
し
の
ふ

（
一
九
〇
）
、
志
慶
集
（
一
七
八
）
、
兼
盛
集
（
〓
ハ
三
）
、
し
け
ゆ
き
（
一

〇
六
、
二
五
三
）
、
哲
繭
好
忠
集
（
六
六
、
二
九
二
）
、
増
基
法
師
集
（
七

〇
）
、
兼
橙
集
（
四
〇
、
八
一
）
、
大
弐
高
遠
集
（
一
三
三
）
、
道
済
集

（
六
三
）
、
大
納
言
公
任
集
（
一
二
七
、
一
三
二
、
四
三
九
）
、
和
泉
式
部

歌
集
（
四
六
九
．
四
七
〇
、
一
二
四
九
、
一
五
一
五
、
一
五
三
三
）
、
主
殿

集
（
七
六
）
、
散
木
奇
歌
集
（
九
七
六
）
、
為
忠
薬
　
（
六
五
）
、
田
多
民
治

集
（
二
一
四
）
、
前
参
議
教
長
姻
集
（
二
〇
二
）
、
出
鶴
集
（
三
四
七
）
、

風
情
集
（
二
四
一
）
、
源
三
位
頼
政
集
（
四
〇
五
）
、
林
業
和
歌
集
（
五
一
、

三
四
二
、
七
四
七
）
、
山
家
集
（
七
八
二
、
一
〇
六
六
）
、
林
下
集
（
一
八

七
、
二
七
九
）
、
粟
田
口
別
当
入
道
集
（
五
八
）
、
寂
蓮
＜
少
輔
入
道
か
百

首
、
左
大
臣
家
十
題
百
首
∨
（
八
八
、
三
〇
三
）
、
股
雷
門
院
大
輔
集
（
五

二
、
八
五
）
、
太
皇
太
后
宮
小
侍
従
集
（
四
、
九
六
）
、
明
日
香
井
集
（
三

〇
〇
、
七
四
五
、
八
五
〇
）
、
光
経
集
（
四
一
、
四
三
八
）
、
拾
玉
集
（
三

〇
九
、
八
六
七
、
八
八
九
、
三
六
一
七
、
四
二
六
三
、
四
三
〇
三
、
四
七
一

八
）
、
露
色
随
詠
集
（
五
四
六
）
、
土
御
門
院
徴
集
（
二
六
〇
）
、
建
礼
門
院

右
京
大
夫
集
（
五
三
）
、
玉
吟
集
（
三
一
〇
九
、
一
八
〇
二
、
二
三
四
七
、

三
〇
八
四
、
三
一
九
三
）
、
後
鳥
羽
院
徴
集
（
六
二
八
、
七
一
九
）
、
・
古
今

集
（
一
五
）
、
後
撰
集
（
一
二
六
一
、
一
三
一
六
）
、
後
拾
遺
集
（
九
二
）

但
し
、
他
の
私
家
集
へ
の
混
入
、
あ
る
い
は
私
家
集
と
勅
撰
集
と
の
重
出

等
に
よ
る
重
視
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
家
集
の
も
の
を
残
し
、
他
は
除

い
て
あ
る
。
以
下
同
様
で
あ
る
。

物
さ
び
し
（
歌
集
八
、
延
べ
語
数
九
）

藤
原
長
能
集
（
六
九
）
、
曽
爾
好
忠
集
（
二
八
一
）
、
刑
部
卿
平
忠
盛
朝
臣

集
（
一
八
）
、
出
観
集
（
六
l
六
、
八
一
七
）
、
風
情
集
（
三
六
八
）
、
林

下
葉
（
一
五
一
）
、
長
秋
詠
義
（
一
五
七
二
寂
遥
＜
歌
仙
嘗
事
V
（
二



八
）

物
か
な
し
（
歌
集
三
、
延
べ
語
数
四
）

古
今
和
歌
六
帖
（
第
六
の
九
三
二
）
、
山
家
集
（
三
二
三
、
四
七
五
）
、
太

皇
太
后
宮
小
侍
従
集
（
七
四
）

物
お
そ
ろ
し
（
歌
集
三
、
延
べ
語
数
三
）

曽
耐
好
忠
集
（
二
九
）
、
相
模
集
（
四
八
四
）
、
山
家
集
（
一
二
九
一
）

物
わ
び
し
（
歌
集
三
、
延
べ
語
数
三
）

和
泉
式
部
歌
集
（
一
〇
二
九
）
、
殴
雷
門
院
大
柿
集
（
八
四
）
、
拾
玉
集

（
三
三
一
九
）

物
恨
め
し
（
歌
集
二
、
延
べ
語
数
二
）

肥
後
集
（
一
二
三
）
、
後
鳥
羽
院
徴
集
（
四
一
三
）

物
な
げ
か
し
（
歌
集
二
、
延
べ
語
数
二
）

紀
貫
之
全
歌
集
（
五
九
二
）
、
相
模
集
（
五
七
九
）

物
む
つ
か
し
（
歌
集
二
、
延
べ
語
数
二
）

大
納
言
経
信
姻
集
（
九
三
）
、
散
未
奇
歌
集
（
三
四
七
）

物
思
は
し
（
歌
集
一
、
語
数
一
以
下
同
じ
。
）

紀
貫
之
仝
歌
集
（
五
九
二
西
本
願
寺
本
）

物
く
る
は
し
．
明
恵
上
人
歌
集
（
七
七
）

物
と
こ
ろ
せ
し
　
拾
玉
集
（
六
〇
六
六
）

物
な
つ
か
し
　
大
江
嘉
言
集
（
一
八
四
）

物
は
か
な
し
　
古
今
和
歌
六
帖
（
第
四
の
八
二
）

物
め
か
し
　
山
家
集
（
．
一
〇
四
六
）

物
め
づ
ら
し
　
股
雷
門
院
大
師
集
（
二
一
九
）

物
々
し
　
山
家
集
（
一
二
九
二
）

あ
ら
ま
物
う
し
　
明
恵
上
人
歌
集
（
一
二
）

〔
「
も
の
」
形
容
勤
討
〕

物
あ
は
れ
な
り
（
歌
集
一
〇
、
延
べ
語
数
三
一
）

御
堂
関
白
集
（
二
三
）
、
堀
河
院
卸
時
百
首
歌
（
七
〓
ハ
）
、
有
房
中
将
集

有
房
集
（
一
六
一
）
、
刑
部
卿
頼
軒
集
（
三
八
）
、
長
秋
詠
謀
（
二
〇
五
）
、

寂
蓮
集
（
二
八
）
、
拾
玉
井
（
二
八
〇
、
九
三
三
、
二
三
九
六
）
、
後
鳥

羽
院
御
集
（
八
、
五
五
）
、
定
家
全
歌
集
（
二
八
二
六
）
、
ヰ
勧
門
大
納
言

殿
集
（
三
五
）

物
う
げ
な
り
（
歌
集
四
、
延
べ
語
数
四
）

重
之
女
集
（
六
）
、
康
資
王
母
家
集
（
五
〇
）
、
六
条
修
理
大
夫
集
（
一
八

九
）
、
山
家
集
（
一
一
九
〇
）

物
あ
ら
げ
な
り
（
歌
集
一
、
語
数
二
次
同
じ
。
）

山
家
集
（
一
一
七
四
）

物
わ
び
し
ら
な
り
　
古
今
集
（
四
五
一
）

右
に
見
る
如
く
、
「
も
の
」
形
容
詞
が
延
べ
一

一
三
語
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
は
僅
か
に
一
九
語
に
す
ぎ
な
い
。

次
に
、
各
語
詞
毎
に
、
そ
の
使
用
率
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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物　　う　　し

物　さ　び　し

物　か　な　し

物おそ　ろ　し
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物なげか　し

物むつか　し

物　思　は．し

物く　る　は　し

物　こ　ひ　し

物ところせし

物なつか　し

物は　かな　し

物　め＿か　し

物めづ　ら　し

物　も　の　し

あらま物うし
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凡
　
肝

各
語
詞
の
延
べ
語
数
を
示
す
。

「
も
の
」
形
容
詞
語
彙
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
語
彙
各
小
計
に
占
め
る
A
欄
各
語
詞
の
比
率
を
示
す
。

A
欄
の
合
討
（
一
三
二
）
に
占
め
る
A
欄
各
語
詞
の
比
率
を
示
す
。



こ
の
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
B
欄
に
お
い
て
は
、
「
物
う
し
」
と

「
物
あ
は
れ
な
り
」
と
が
、
「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
そ
れ
ぞ

れ
の
範
疇
に
お
い
て
最
高
の
使
用
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
C
欄
に
よ

り
全
体
的
に
見
れ
ば
、
「
物
う
し
」
の
比
率
が
他
を
圧
し
て
高
い
こ
と
が
判
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
C
欄
第
四
位
の
「
物
う
げ
な
り
」
は
、
語
構

成
上
、
「
物
う
し
」
と
は
派
生
語
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
も
併
せ
れ
ば
、

「
物
う
し
」
の
占
め
る
比
率
は
一
段
と
高
く
な
る
。

以
上
述
べ
た
特
徴
は
、
和
歌
集
に
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
所
謂
物
語

和
歌
に
ま
で
調
査
対
象
を
拡
げ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
殆
ど
異
同
が
認
め
ら
れ

な
い
。
即
ち
、
「
物
う
し
」
が
竹
取
物
語
一
例
（
『
物
語
和
歌
総
覧
』
一
二
）
、

宇
津
保
物
語
二
例
（
同
一
六
八
、
一
八
二
）
、
栄
花
物
語
一
例
（
『
国
歌
大

朝
』
六
〇
二
）
、
「
物
恨
め
し
」
が
源
氏
物
語
一
例
（
『
物
語
和
歌
総
覧
』
六

〇
七
）
と
見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

弟
　
〓
　
節

そ
れ
で
は
、
歌
集
別
に
見
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

異
り
語
の
最
も
多
い
の
は
山
家
集
で
あ
り
、
次
の
七
校
が
認
め
ら
れ
る
。

お
も
ひ
い
づ
る
す
ぎ
に
し
か
た
を
は
づ
か
し
み
あ
る
に
物
引
封
こ
の
世
な
り

け
り
（
七
八
二
）

や
ま
ふ
か
み
こ
ぐ
ら
き
み
ね
の
こ
ず
ゑ
よ
り
も
の

（
一
二
九
二
）

も
の
し
く
も
わ
た
る
嵐
か

身
に
も
し
み
物
あ
ら
げ
な
る
け
し
き
さ

（
一
一
七
四
）

へ
虜
は
れ
を
せ
む
る
風
の
お
と
か
な

や
ま
し
ろ
の
み
づ
の
み
く
さ
に
つ
な
が
れ
て
的
も
の
う
げ
に
み
ゆ
る
旅
か
な

（
二
九
〇
）

こ
れ
に
次
い
で
多
い
の
は
、
段
雷
門
院
大
輔
集
及
び
拾
玉
集
で
、
そ
れ
ぞ
れ

四
種
の
異
り
語
が
認
め
ら
れ
る
。

殿
雷
門
院
大
輔
集
（
昏
陵
部
蔵
）

ま
き
の
や
に
秋
や
き
ぬ
ら
ん
や
ま
か
け
の
そ
と
も
の
す
1
み
け
さ
は
引
例
引

剖
（
五
二
）

た
ひ
こ
ろ
も
う
ら
こ
き
い
つ
る
つ
り
ふ
ね
に
も
の
こ
ひ
し
く
や
き
み
も
な
か

む
る
（
二
〇
八
）

し
ら
さ
り
き
ふ
り
に
し
な
ら
の
さ
と
に
き
て
も
の
め
つ
ら
し
き
ま
と
ゐ
せ
ん

と
は
（
二
一
九
）

山
ふ
か
み
け
ぢ
か
き
と
り
の
お
と
は
せ
で
物
お
そ
ろ
し
き
ふ
く
ろ
ふ
の
こ
ゑ

（
一
二
九
一
）

な
に
と
な
く
も
の
か
な
し
く
ぞ
見
え
わ
た
る
と
ば
た
の
お
も
の
秋
の
夕
ぐ
れ

（
三
二
三
）

神
な
月
い
か
な
る
と
き
の
あ
め
な
れ
は
か
き
く
も
る
よ
り
も
の
わ
ひ
し
か
る

（
八
四
）

拾
玉
集

か
ね
て
よ
り
み
る
も
矧
引
封
わ
ら
ひ
哉
お
ら
れ
L
と
て
や
手
を
に
き
る
ら
ん

（
三
〇
九
）

い
は
り
さ
す
野
沢
の
夏
の
ゆ
ふ
す
す
み
も
l
剣
即
せ
叫
副
秋
に
そ
あ
り
け
る
（
六

〇
六
六
）

あ
は
れ
に
ぞ
も
の
め
か
し
く
は
き
こ
え
け
る
か
れ
た
る
な
ら
の
し
ぼ
の
お
ち

ば
は
（
一
〇
四
六
）

あ
き
の
い
は
に
物
わ
ひ
し
く
て
す
む
人
の
お
な
し
ね
に
な
く
虫
の
こ
ゑ
哉

（
三
三
一
九
）

な
に
と
な
く
物
魯
山
里
の
庭
の
あ
さ
ち
の
今
朝
の
は
つ
雪
（
九
三



三
）

次
い
で
多
い
の
は
、
紀
貫
之
会
歌
集
、
国
税
好
忠
集
、
後
鳥
羽
院
御
集
の
三

集
で
、
そ
れ
ぞ
れ
三
異
り
語
が
認
め
ら
れ
る
。

紀
貫
之
仝
歌
集

な
き
と
む
る
花
し
な
け
れ
ば
鴬
も
は
て
は
物
引
0
な
り
ぬ
べ
ら
也
（
九
六

七
）

古
今
和
歌
六
帖
の
二
集
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
異
り
語
が
認
め
ら
れ
る
。

相
模
集

は
て
は
み
な
や
ら
い
て
す
く
す
と
し
月
の
も
の
お
そ
ろ
し
や
身
に
と
ま
る
ら

む
（
四
八
四
）

秋
は
わ
が
心
の
つ
ま
に
あ
ら
ね
ど
も
も
の
お
も
は
し
き
比
に
も
あ
る
か
な

（
五
九
二
西
本
噸
寺
本
）

秋
は
わ
が
心
の
つ
ま
に
あ
ら
ね
ど
も
物
な
げ
か
し
き
比
に
も
あ
る
か
な
（
五

九
二
）

哲
耐
好
忠
集

み
ち
と
を
み
到
u
と
お
も
ふ
小
春
の
1
も
は
な
み
る
と
き
そ
こ
1
ろ
ゆ

き
ぬ
る
（
六
六
）

ひ
く
る
れ
は
し
た
は
こ
く
ら
き
こ
の
も
と
の
も
の
お
そ
ろ
し
き
な
つ
の
ゆ
ふ

く
れ
（
一
一
九
）

か
つ
き
す
る
あ
ま
の
た
く
な
は
う
ち
は
へ
て
も
の
な
け
か
し
く
お
も
は

ゆ
る
か
な
（
五
七
九
）

和
泉
式
部
歌
集

は
な
な
み
の
さ
と
と
し
き
け
ば
矧
引
封
に
君
ひ
き
わ
た
せ
あ
ま
の
は
し
だ
て

（
四
六
九
）

日
の
や
く
と
な
げ
く
な
か
に
も
い
と
せ
め
て
物
矧
u
副
は
夕
ま
ぐ
れ
か
な

（
一
〇
二
九
）

散
木
奇
歌
集

た
か
た
め
の
な
を
さ
り
こ
と
に
あ
み
た
ふ
と
物
引
射
副
ね
に
と
な
へ
L
も
す

．
る
（
九
七
六
）

け
ふ
り
た
え
も
の
さ
ひ
し
か
る
い
は
り
に
は
人
こ
そ
見
え
ね
冬
は
き
に
け
り

（
二
八
一
）

後
鳥
羽
院
都
築

・
も
の
こ
と
に
あ
ら
た
ま
り
ゆ
く
春
雨
に
い
と
～
ふ
り
ゆ
く
我
そ
物
引
劃
（
六

二
八
）

か
へ
る
雁
か
す
み
の
宇
治
に
声
は
し
て
物
う
ら
め
し
の
春
の
け
し
き
や
（
四

一
三
）

な
に
と
な
く
物
あ
は
れ
な
る
二
月
の
雨
そ
は
ふ
れ
る
ゆ
ふ
く
れ
の
空

（八）

次
に
、
相
模
集
、
和
泉
式
部
歌
集
、
散
木
奇
歌
集
、
出
観
集
、
風
情
集
、
林

下
乗
、
長
秋
詠
謀
、
太
皇
太
后
宮
小
侍
従
集
、
明
恵
上
人
歌
集
、
古
今
集
、

蚊
遺
火
の
煙
に
な
る
1
こ
も
す
た
れ
物
む
つ
か
し
き
わ
か
心
か
な
（
三
四

八
）

個
槻
集

お
い
ぬ
れ
は
物
引
封
物
を
こ
よ
ひ
こ
そ
む
か
し
月
み
し
こ
～
ち
の
み
す
れ

（
三
四
七
）

し
ほ
れ
あ
し
の
し
た
は
と
ち
ま
せ
こ
は
り
し
て
矧
さ
l
訓
U
か
副
な
に
は
え
の

さ
と
（
六
一
六
）

風
情
集

か
は
り
行
我
よ
の
お
い
も
は
と
～
き
す
ま
っ
に
引
叫
引
剖
こ
と
の
な
き
か
な

（
二
四
一
）

く
る
人
も
な
き
や
ま
ざ
と
は
う
ぐ
ひ
す
も
む
叫
討
叫
u
刺
る
l
ね
に
ぞ
な
く
な



る
（
三
六
八
）

林
下
集

と
し
の
ゆ
く
す
ゑ
は
む
叫
引
u
い
さ
1
ら
は
我
も
を
な
し
き
わ
か
の
う
ら
ち

へ
　
（
一
八
七
）

し
（
四
五
一
）

古
今
和
歌
六
帖

は
る
ま
け
て
物
が
咄
u
副
に
さ
よ
ふ
け
て
と
か
わ
な
く
し
き
た
か
た
め
か
な

く
（
第
六
の
九
三
二
）

う
ち
し
く
れ
も
の
さ
ひ
し
か
る
あ
し
の
や
の
こ

も
（
一
五
一
）

長
秋
詠
謀

や
の
ね
さ
め
に
宮
こ
ゝ
ひ
し

わ
す
れ
ね
と
な
に
そ
も
し
る
し
夢
の
う
ち
に
も
の
は
か

な
く
て
や
み
に
L
も

ふ
ゆ
さ
れ
は
野
は
ら
も
い
と
1
L
も
か
れ
て
も
の
さ
ひ
し
く
も
な
り
ま
さ
る

哉
（
一
五
七
）

な
に
と
な
く
も
の
あ
は
れ

（
二
〇
五
）

太
皇
太
后
宮
小
侍
従
集

や
た
ひ
の
心
な
る
ら
ん

か
そ
ふ
れ
は
も
の
う
か
る

ら
む
（
九
六
）

へ
さ
け
ふ
を
L
も
と
し
く
れ
ぬ
と
て
な
に
い
そ
く

さ
ら
ぬ
た
に
も
の
か
な
し
か

（
七
四
）

明
恵
上
人
歌
集

る
山
里
に
秋
く
れ
は
つ
る
い
り
あ

ひ
の
か
ね

ハ
ヤ
シ
ニ
ハ
ア
ラ
マ
モ
ノ
ウ
キ
カ
キ
ノ
キ
カ
ワ
レ
モ
ウ
キ
ヨ

ソ
ヨ
　
（
一
二
）

バ
イ
ト
ハ
シ
キ

ツ
ネ
ナ
ラ
ヌ
ヨ
ヲ
ス
ツ
ル
ト
モ
キ
ミ
ソ
シ
ル
モ
ノ
ク
ル

ハ
シ
ト
人
ハ
イ
7
、
、
、

ヲ
（
七
七
）

古
今
和
歌
集

春
た
て
ど
花
も
に
は
は
ぬ
山
ざ
勾
咄
轡
っ
か
る
ね
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く
（
一

五
）

車
の
ち
と
て
っ
ゆ
を
た
の
心
に
か
た
骨
れ
ば
働
鋤
苛
叫
崎
な
く
の
ペ
の
心

の
を
（
第
四
の
八
二
）

右
に
挙
げ
た
以
外
の
四
五
の
歌
集
に
は
、
「
も
の
」
形
容
詞
あ
る
い
は
「
も

の
」
形
容
動
詞
が
一
桂
ず
つ
し
か
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
こ
に
一
々
引
用
す
る
こ

と
は
紙
幅
の
都
合
上
省
略
す
る
。

「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
の
使
用
が
、
時
代
の
歌
風
や
個
人

の
作
風
な
ど
と
関
係
を
有
す
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
よ
く
論

じ
得
る
と
こ
ろ
で
な
い
が
、
特
に
目
立
っ
た
い
く
つ
か
の
事
象
に
つ
い
て
、
左

に
記
し
て
お
こ
う
。

H
　
「
物
う
し
」
　
「
物
あ
は
れ
な
り
」
の
両
者
共
に
最
多
用
例
を
持
つ
も
の

は
、
慈
円
の
拾
玉
条
で
あ
る
。
（
「
物
う
し
」
七
例
、
「
物
あ
は
れ
な

り
」
三
例
）

臼
一
つ
の
歌
集
に
「
物
う
し
」
の
二
例
以
上
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
和
泉

式
部
歌
集
を
は
じ
め
一
八
集
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
家
隆
の
「
玉
吟

集
」
に
は
五
例
を
数
え
、
且
、
「
物
う
し
」
以
外
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い

点
で
特
殊
で
あ
る
。
和
泉
式
部
歌
集
が
同
じ
く
五
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

は
、
他
に
「
物
わ
び
し
」
一
例
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
二
歌
集
は
、
「
物

う
し
」
の
特
立
し
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
こ
れ
に
次
ぎ
、
「
物
う
し
」

三
例
の
み
の
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
大
納
言
公
任
集
、
林
業
和
歌
集
、
明

8

日
香
井
集
で
あ
る
。

（5）

定
家
仝
歌
集
に
は
、
「
も
の
」
形
容
詞
の
確
例
が
見
当
ら
な
い
。
但
し
、



体
言
「
物
は
か
な
さ
」
　
「
物
か
な
し
さ
」
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。

伺
　
山
家
集
に
認
め
ら
れ
る
七
種
の
「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動

詞
の
内
、
「
も
の
め
か
し
」
　
「
も
の
も
の
し
」
　
「
も
の
あ
ら
げ
な
り
」

は
、
他
の
歌
集
に
は
見
出
さ
れ
な
い
語
詞
で
あ
る
。

的
　
明
恵
上
人
歌
儀
に
認
め
ら
れ
る
「
も
の
く
る
は
し
」
　
「
あ
ら
ま
も
の
う

L
L
は
、
共
に
和
歌
用
語
と
し
て
は
特
異
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
　
三
　
節

「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
そ
の
異

り
語
数
に
お
い
て
も
、
又
延
べ
語
数
に
お
い
て
も
、
和
歌
に
比
べ
て
物
語
等
作

品
群
の
方
が
際
立
っ
て
多
彩
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
斯
様
な
数
只
的
関
係
は
、

詞
書
と
和
歌
と
の
間
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
詞
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
和
歌
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
語
詞

（
こ
れ
を
詞
容
特
有
語
詞
と
仮
称
す
る
。
）
を
挙
げ
る
と
、
次
の
一
〇
程
が
有

る
0

物
疑
は
し
、
物
心
う
し
、
物
心
細
し
、
物
さ
わ
が
し
、
物
を
か
し
、
物
思
は

し
げ
な
り
、
物
心
細
げ
な
り
、
物
な
げ
か
し
げ
な
り
、
物
は
か
な
げ
な
り
、

物
む
つ
か
し
げ
な
り

次
下
に
そ
の
用
例
を
引
く
。

或
男
、
外
に
と
ま
り
て
、
「
物
魂
血
u
O
な
思
ひ
そ
」
と
い
ひ
た
る
に
（
和

泉
式
部
続
集
一
二
一
六
）

家
集
八
四
六
、
千
載
集
一
〇
九
一
）

こ
の
せ
う
と
、
い
て
は
し
り
て
、
ち
～
ぬ
L
も
き
1
た
ま
ふ
に
、
い
と
捌
剖

融
羽
u
O
、
こ
の
わ
ら
は
1
い
つ
く
か
ら
き
た
る
そ
、
い
つ
れ
の
す
き
物
の

使
そ
と
い
ひ
け
れ
は
（
小
野
望
集
二
二
、
他
に
赤
染
衛
門
集
八
番
陵
部
蔵
∨

四
八
、
四
条
中
納
言
集
一
四
七
、
一
五
二
）

少
納
言
と
い
ふ
人
、
い
と
く
ち
と
く
も
の
を
か
し
く
わ
か
よ
む
（
し
け
ゆ
き

一
八
八
）

あ
に
の
少
将
は
、
も
の
を
も
は
し
け
に
て
L
や
う
の
ふ
え
を
ふ
き
給
を
み
れ

は
（
藤
原
義
孝
集
七
七
、
位
に
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
一
八
六
、
二
〇
七
）

L
も
月
は
か
り
よ
り
、
れ
い
な
ら
す
な
や
ま
し
う
し
給
L
に
、
い
み
し
う
樹

心
は
そ
け
に
お
は
し
た
り
L
を
（
四
条
中
納
言
英
一
七
二
）

か
ゝ
る
事
き
こ
え
て
、
す
け
な
う
も
て
な
さ
れ
て
も
の
な
け
か
し
け
に
て
を

ん
な
（
赤
染
衛
門
集
＜
榊
原
家
本
∨
一
四
〇
、
他
に
和
泉
式
部
続
怨
一
三
二

二
）

ふ
ね
に
て
み
れ
は
、
つ
り
ふ
ね
の
も
の
は
か
な
け
に
て
お
ち
て
み
れ
は
（
肥

後
集
一
五
七
）

も
の
こ
こ
ろ
う
く
お
ぽ
ゆ
る
こ
ろ
、
物
に
詣
で
て
、
し
ば
し
あ
り
て
か
へ
る

日
（
同
右
九
二
四
）

御
返
に
、
つ
れ
／
＼
と
も
の
心
は
そ
く
お
は
え
給
て
、
か
き
あ
つ
め
給
へ
り

け
る
こ
と
を
（
霹
宮
女
御
集
五
二
a
、
伯
に
為
信
集
一
五
七
、
赤
染
衛
門
集

＜
榊
原
家
本
∨
三
六
〇
、
徴
木
奇
歌
集
三
七
五
、
五
五
〇
、
一
二
九
一
、
山

う
ち
と
け
た
る
人
な
と
か
も
の
む
つ
か
し
け
に
は
な
と
い
ひ
侍
け
れ
は
（
後

拾
遺
集
六
九
五
）

右
と
は
逆
に
、
和
歌
に
用
い
ら
れ
て
、
詞
事
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の

（
こ
れ
を
和
歌
特
有
語
詞
と
仮
称
す
る
。
）
は
、
次
の
一
〇
種
で
あ
る
。

物
う
ら
め
し
、
物
こ
ひ
し
、
物
と
こ
ろ
せ
し
、
物
な
つ
か
し
、
物
め
か
し
、

物
め
づ
ら
し
、
あ
ら
ま
物
う
し
、
物
あ
ら
げ
な
り
、
物
う
げ
な
り
、
物
わ
び

し
ら
な
り

こ
の
内
、
「
物
な
つ
か
し
」
以
外
は
、
前
節
に
例
歌
を
引
い
た
の
で
、
こ
こ

で
は
省
く
。



J、

き
く
る
に
物
な
つ
か
し
き

か
そ
す
な
る
か
さ
う
ゑ
の
む
め
は
は
な
さ
き

九
月
の
つ
こ
も
り
か
た
に
、
も
の
へ
ま
か
り
し
ゆ
ふ
へ
に
、
し
か
の
わ
た

ぬ
ら
し
（
大
江
琴
言
集
一
八
四
）

又
、
和
歌
、
詞
雷
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
（
こ
れ
を
共
通
語

詞
と
仮
称
す
る
。
）
は
、
次
の
一
二
種
で
あ
る
。

物
う
し
、
物
お
そ
ろ
し
、
物
思
は
し
、
物
か
な
し
、
物
く
る
は
し
、
物
さ

び
し
、
物
な
げ
か
し
、
物
は
か
な
し
、
物
む
つ
か
し
、
物
も
の
し
、
物
わ

．
ぴ
し
、
物
あ
は
れ
な
り

和
歌
に
つ
い
て
は
、
前
節
に
例
歌
を
引
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
詞
章
の
用

例
の
み
を
掲
げ
る
。

夜
や
う
／
＼
あ
け
ゆ
き
、
日
さ
し
い
つ
る
ま
て
、
あ
し
た
の
と
こ
割
引

お
も
は
え
て
（
加
茂
保
悪
女
集
五
九
三
百
下
、
他
に
赤
染
街
門
集
＜
榊
原
家

本
∨
二
三
八
、
和
泉
式
部
続
集
一
三
五
三
、
四
粂
中
納
言
集
〓
ハ
五
、
肥
後

集
一
五
四
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
八
八
、
二
六
三
、
後
撰
集
一
三
〓
ハ
）

り
を
ま
か
り
し
か
は
、
風
ふ
き
て
も
の
さ
ひ
し
か
り
し
か
は
（
粟
田
口
別

当
入
道
集
一
七
一
、
他
に
同
集
二
三
九
、
恵
慶
集
〓
ハ
七
、
寂
薄
集
二
二

五
、
浄
照
房
三
六
）

つ
か
さ
め
L
に
恩
ふ
こ
と
な
ら
て
、
も
の
な
け
か
し
う
お
も
ふ
に
（
赤
染

街
門
集
＜
雷
陵
部
蔵
∨
二
六
）

L
は
ゆ
の
こ
と
に
、
つ
の
く
に
わ
た
り
に
、
か
り
や
の
も
の
は
か
な
き
に

ゐ
て
（
肥
後
集
一
七
二
）

な
ん
と
な
く
む
叫
d
l
T
利
口
明
細
は
忠
む
つ
か
り
た
る
に
（
相
模
集
六
三
、

他
に
和
泉
式
部
歌
集
一
六
〇
）

カ
ー
ル
歌
人
タ
チ
ノ
ナ
カ
ニ
、
モ
ノ
、
′
～
シ

ク
ナ
ニ
ト
ナ
キ
コ
ト
ヲ
マ
ウ

お
な
し
こ
ろ
、
い
た
う
あ
れ
た
る
や
ま
さ
と
の
い
ゑ
に
て
、
も
の
お
そ
ろ
し

・
男
甘
と
人
の
串
に
（
股
雷
門
院
大
輔
集
一
八
三
）

弥
生
の
比
、
よ
も
す
が
ら
物
が
た
り
し
て
か
へ
り
侍
り
し
人
の
、
今
朝
は
い

と
ど
物
封
扁
副
u
剖
よ
し
、
申
し
っ
か
は
し
た
り
し
に
（
環
翰
本
和
泉
式
部

歌
集
一
六
三
四
、
他
に
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
六
一
）

正
月
と
ふ
ら
ひ
に
ま
か
れ
り
け
れ
は
、
雪
い
と
た
か
う
、
つ
れ
！
＼
に
喝
か

矧
封
け
れ
は
、
か
へ
り
て
を
く
り
け
る
（
在
中
将
集
六
〇
、
他
に
同
集

八
一
、
伊
勢
集
七
、
藤
原
隆
信
朝
臣
集
三
九
八
、
降
房
集
五
〇
、
光
経
集
七

七
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
一
五
七
、
一
六
一
、
二
四
九
、
二
六
二
、
新

古
今
集
七
九
三
八
西
行
上
人
集
四
五
四
に
類
似
文
あ
り
。
∨
）

わ
か
き
人
！
～
、
引
鋤
く
l
利
封
じ
引
こ
く
ら
く
に
ま
つ
へ
き
よ
し
を
か
き

つ
骨
た
る
午
サ
て
（
大
粛
院
都
集
九
〇
）

シ
イ
タ
サ
ム
コ
ト
ハ
ユ
ケ
ハ
（
明
恵
上
人
歌
集
一
〇
）

み
な
と
も
の
人
、
引
叫
叫
ひ

封
じ
くl
て
、
京
に
お
も
ふ
人
な
き
に
L
も
あ
ら

す
（
業
平
集
二
五
）

な
か
つ
き
の
つ
こ
も
り
か
た
に
、
か
～
み
の
山
こ
え
て
、
も
の
あ
は
れ
に

て
（
素
性
集
二
五
、
他
に
「
も
と
さ
ね
」
一
六
〇
、
相
群
集
一
、
赤
染
街

門
集
＜
宙
陵
部
蔵
∨
四
〇
九
、
和
泉
式
部
歌
集
八
九
、
一
三
七
九
、
一
四

七
八
、
四
条
中
納
言
集
〓
ハ
八
、
成
尋
阿
閑
梨
母
集
四
下
五
、
九
下
九
、

出
羽
弁
集
一
〇
、
肥
後
集
九
〇
、
一
〇
六
、
前
参
議
教
長
姻
集
八
二
五
、

皇
太
后
宮
亮
経
正
朝
臣
集
九
七
、
刑
部
姻
頼
括
集
三
八
、
一
〇
五
、
山
家

集
八
七
二
、
粟
田
口
別
当
入
道
集
一
五
四
、
藤
原
親
盛
集
一
一
二
関
谷

集
一
九
九
、
明
恵
上
人
歌
集
三
四
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
八
八
、
二
六

三
、
千
載
集
一
二
二
九
）

右
に
見
て
来
た
如
く
、
数
皇
的
に
は
、
詞
書
特
有
語
詞
と
和
歌
特
有
語
詞

と
が
共
に
一
〇
軽
、
共
通
語
詞
が
〓
一
種
と
な
っ
て
、
三
者
の
問
に
殆
ど
差
が

10



認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
和
歌
と
詞
啓
と
の
問
に

は
、
物
語
等
作
品
群
と
和
歌
と
の
問
に
認
め
ら
れ
た
関
係
と
は
異
る
も
の
が
存

在
す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
じ
散
文
と
は
言
い
な
が
ら
、
物
語
等
の
如
く
独
自
の
世
界
を
創
造
す
る
の

と
異
り
、
詞
書
の
場
合
は
、
主
た
る
和
歌
に
対
し
て
あ
く
ま
で
も
従
の
立
場
に

置
か
れ
て
お
り
、
文
の
長
さ
も
一
般
に
は
極
め
て
短
い
。
題
詠
と
も
な
れ
ば
、

一
体
言
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
和
歌
に
詠
ま
れ
る
世
界
を
全
く
離
れ
た
詞
苔
独
自
の
世
界
と
い

う
ど
と
き
も
の
は
、
有
り
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
詞
雷
の
用
語
に

お
い
て
も
、
和
歌
表
現
と
無
関
係
に
多
種
多
様
の
詞
書
特
有
語
詞
が
用
い
ら
れ

る
可
能
性
は
、
乏
し
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

詞
書
特
有
語
詞
、
和
歌
特
有
語
詞
及
び
共
通
語
詞
に
つ
い
て
は
、
な
お
考
え

る
べ
き
問
題
が
存
す
る
。

例
え
ば
、
「
か
な
し
」
と
い
う
形
容
詞
に
対
し
て
、
「
か
な
し
げ
な
り
」
と

い
う
派
生
形
容
動
詞
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
「
も
の
」
形
容
詞
に
対
し
て
、
派

生
「
も
の
」
形
容
動
詞
が
存
在
す
る
。
こ
の
形
容
詞
と
派
生
形
容
動
詞
と
の
関

係
が
、
共
通
語
詞
と
詞
書
特
有
語
詞
と
の
問
に
認
め
ら
れ
る
。

次
に
掲
げ
る
上
段
は
、
「
も
の
」
形
容
詞
で
共
通
語
詞
、
下
段
は
、
派
生

「
も
の
」
形
容
動
詞
で
詞
書
特
有
語
詞
で
あ
る
。

物
思
は
し
　
ー
　
物
思
は
し
げ
な
り

物
な
げ
か
し
　
1
　
物
な
げ
か
し
げ
な
り

物
は
か
な
し
　
1
　
物
は
か
な
げ
な
り

物
む
つ
か
し
　
ー
　
物
む
つ
か
し
げ
な
り

た
だ
し
か
し
、
こ
の
結
果
を
以
て
、
直
ち
に
派
生
「
も
の
」
形
容
動
詞
を
詞

書
特
有
語
詞
と
断
ず
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
共
通
語
詞
に
は

「
－
げ
」
形
容
動
詞
は
見
当
ら
な
い
が
、
一
方
、
和
歌
特
有
語
詞
に
は
、

「
物
あ
ら
げ
な
り
」
　
「
物
う
げ
な
り
」
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
因
み

に
、
八
代
集
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、
形
容
詞
か
ら
の
派
生
形
容
動
詞
「
　
－
　
げ

（6）

な
り
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
歌
集
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
存
す
る
も

の
の
、
全
体
的
に
は
、
和
歌
と
詞
宙
と
の
問
に
数
晃
的
差
が
殆
ど
無
い
と
言
え

る
。
し
て
み
る
と
、
派
生
「
も
の
」
形
容
動
詞
が
和
歌
に
は
二
極
し
か
現
れ
な

い
、
し
か
も
、
そ
の
内
の
「
物
あ
ら
げ
な
り
」
は
、
山
家
集
に
た
だ
一
例
の
み

認
め
ら
れ
る
こ
と
、
又
、
い
ま
一
つ
の
「
物
う
げ
な
り
」
は
、
重
之
女
集
、
康

資
王
母
家
集
、
六
条
修
理
大
夫
集
、
山
家
集
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
、
分
散
し

て
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
が
和
歌
表

現
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
少
な
く
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
「
物
う
し
」
の
使
用
率

の
み
が
格
段
に
高
い
こ
と
と
照
し
合
せ
て
み
る
時
、
意
味
の
無
い
現
象
と
は
言

い
難
い
と
思
わ
れ
る
。

か
く
て
、
派
生
「
も
の
」
形
容
動
詞
は
、
和
歌
よ
り
も
詞
啓
に
使
用
さ
れ
る

傾
向
が
強
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

第
　
四
　
節

本
節
で
は
、
平
安
朝
和
歌
に
お
け
る
「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動

詞
を
通
時
的
に
考
察
し
た
い
。
そ
れ
に
先
立
つ
奈
良
時
代
で
は
、
万
葉
集
に
既

に
「
物
悲
」
　
（
四
一
四
一
）
、
「
物
恋
之
」
　
（
六
七
）
、
「
物
恋
敷
」
　
（
二
七

〇
）
、
「
物
悲
良
」
　
（
七
二
三
）
が
現
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
に
入
り
、
古
今
集
前
期
の
所
謂
六
歌
仙
時
代
の
和
歌
に
は
、
「
も

の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
の
確
例
は
見
当
ら
な
い
。
た
だ
、
「
小
町

集
」
の
二
〇
番
歌
、
古
今
集
九
四
四
番
歌

山
男
は
物
の
わ
び
し
き
事
こ
そ
あ
れ
世
の
う
巷
よ
り
も
す
み
ょ
か
り
け
り

11



（7）

の
「
物
の
わ
び
し
き
」
が
、
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
に
お
い
て
は
、
「
モ
ノ
サ

ヒ
シ
カ
ル
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

物
語
和
歌
に
日
を
注
げ
ば
、
竹
取
物
語
に

帰
る
さ
の
み
ゆ
き
物
引
引
思
は
え
て
そ
む
き
て
と
ま
る
か
ぐ
や
姫
ゆ
ゑ

が
有
る
が
、
現
存
太
竹
取
物
語
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
弘
仁
年
間
（
八

一
〇
－
八
二
三
）
説
か
ら
、
天
暦
（
九
四
七
1
九
五
六
）
頃
説
ま
で
諸
説
が
有

り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
た
確
例
と
は
成
し
が
た
い
。

と
す
る
と
、
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
の
皇
太
夫
人
班
子
女
王
歌
合
（
寛
平
御

（
只
）

時
后
宮
歌
会
）
に
お
け
る
在
原
棟
梁
の

春
な
れ
ど
花
も
匂
は
ぬ
山
里
は
む
頑
固
引
利
音
に
鴬
ぞ
な
く

や
、
紀
貫
之
全
歌
集
に
見
え
る
「
物
う
L
L
三
例
、
「
物
思
は
し
」
　
「
物
な

げ
か
し
」
各
一
例
（
但
し
、
「
物
思
は
し
」
は
五
九
二
番
歌
の
異
文
）
な
ど
が

最
も
早
い
例
と
な
ろ
う
か
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
内
四
例
ま
で
が
「
物
う
し
」

で
あ
る
こ
と
は
、
平
安
朝
和
歌
を
通
じ
て
、
「
も
の
」
形
容
詞
の
内
で
「
物
う

ん
」
が
長
も
多
く
用
い
ら
れ
て
ゆ
く
兆
を
、
早
く
も
こ
こ
に
見
せ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

貫
之
と
は
ぼ
同
時
代
の
歌
人
の
家
集
で
あ
る
「
み
つ
ね
」
、
元
良
親
王
尖
、

「
も
と
さ
ね
」
、
「
き
よ
た
ゝ
」
、
藤
原
義
孝
集
、
斎
宮
女
御
集
、
能
宣
集
、

恵
慶
集
、
兼
盛
集
等
に
僅
か
に
見
ら
れ
る
「
も
の
」
形
容
詞
も
、
す
べ
て
「
物

ぅ
し
」
ば
か
り
で
あ
る
。
又
、
成
立
年
代
や
転
写
過
程
に
問
題
の
有
る
宇
控
保

物
語
で
は
あ
る
が
、
前
田
家
本
に
よ
れ
ば
、
和
歌
所
用
の
「
も
の
」
形
容
詞

は
、
次
に
引
く
如
く
二
例
と
も
「
物
う
し
」
で
あ
る
。

さ
ほ
姫
や
物
引
利
副
ら
ん
春
の
ゝ
に
花
の
か
さ
ぬ
ふ
え
だ
の
み
え
ね
ば
（
一

三
四
）

．
容
ふ
か
み
み
ぎ
は
の
せ
り
も
お
ひ
ぬ
ら
し
い
ま
は
引
叫
引
u
わ
か
な
つ
む
人

（
一
四
八
）

和
歌
に
、
「
物
う
L
L
以
外
の
「
も
の
」
形
容
詞
の
見
え
る
の
は
、
曽
繭
好

悪
集
（
好
忠
、
延
長
末
年
八
九
三
〇
∨
頃
－
長
保
五
年
八
一
〇
〇
三
∨
頃
）
、

藤
原
長
能
集
（
長
能
、
寛
弘
六
年
八
一
〇
〇
九
∨
頃
没
）
、
大
江
軍
言
集
（
嘉

言
、
正
暦
三
年
＜
九
九
二
∨
文
章
生
、
没
年
未
詳
）
の
頃
か
ら
で
あ
り
、
好
忠

集
に
「
物
お
そ
ろ
し
」
　
「
物
さ
び
し
」
、
長
能
集
に
「
物
さ
び
し
」
、
罵
言
集

に
「
物
な
つ
か
し
」
が
見
ら
れ
る
。
（
各
所
在
は
第
一
節
に
掲
げ
て
あ
る
。
以

下
同
じ
。
）

一
方
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
と
し
て
は
、
重
之
女
集
（
父
重
之
は
長
保
年
間

＜
九
九
九
－
一
〇
〇
三
∨
没
）
に
「
も
の
う
げ
な
り
」
の
見
え
る
の
が
早
い
。

鴬
の
ま
た
引
砂
引
細
山
な
く
な
る
は
け
さ
も
木
す
ゑ
に
雪
や
ふ
る
ら
ん
（
六
）

歌
語
と
し
て
「
も
の
あ
は
れ
な
り
」
の
用
い
ら
れ
た
の
は
、
管
見
で
は
、
御
一

堂
関
白
集
（
道
長
．
康
保
三
年
八
九
六
六
∨
－
万
寿
四
年
八
一
〇
二
七
∨
）
が
　
1
2

最
も
早
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

撃
山
院
よ
り
卸
ふ
み
あ
り

た
き
の
を
と
を
い
か
に
き
く
ら
む
都
す
ら
劃
叫
叫
叫
瑚
副
こ
ろ
に
あ
ら
す

や
（
二
三
）

詞
書
な
ら
ば
、
既
に
早
く
累
性
集
や
「
も
と
さ
ね
」
に
そ
の
用
例
を
見
る
。

道
長
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
和
泉
式
部
（
天
元
元
年
八
九
七
八
∨
－
没
年
未
詳
）

の
歌
に
「
物
わ
び
し
」
が
初
め
て
見
え
る
。
「
物
恨
め
し
」
が
源
氏
物
語
に
見

え
る
の
も
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
れ
な
く
て
過
ぐ
る
月
日
を
数
へ
つ
つ
物
引
引
町
日
割
碁
の
春
か
な
（
竹
河

巻
．
物
語
和
歌
総
覧
六
〇
七
）

そ
の
後
．
大
納
言
経
信
掴
集
（
源
経
信
、
長
和
五
年
八
一
〇
一
六
V
I
承
徳

元
年
＜
一
〇
九
七
∨
）
に
、
「
物
む
つ
か
し
」
が
初
め
て
見
え
る
。



芦
短
の
隙
な
く
か
1
る
雲
の
井
の
物
む
つ
か
し
く
し
け
る
わ
か
恋
（
九
三
）

こ
れ
以
後
暫
く
は
、
「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
の
新
見
を
得

な
い
の
で
あ
る
が
、
山
家
集
（
西
行
、
元
永
元
年
八
二
一
八
∨
－
建
久
元
年

八
二
九
〇
∨
）
　
に
、
「
物
か
な
し
」
　
（
二
例
）
、
「
物
め
か
し
」
　
「
物
も
の

し
」
　
「
物
あ
ら
げ
な
り
」
（
各
一
例
）
の
新
見
を
得
る
の
で
あ
る
。
平
安
末
年
に

到
っ
て
、
一
歌
集
に
四
語
詞
の
新
見
は
、
非
常
に
珍
し
く
思
わ
れ
、
他
に
例
を

見
な
い
よ
う
で
あ
る
。
殊
に
「
物
か
な
し
」
は
、
本
節
冒
頭
に
述
べ
た
ど
と
く
、

次
に
記
す
「
物
こ
ひ
し
」
と
共
に
万
葉
集
に
既
に
現
れ
た
語
詞
で
あ
る
が
、
平

安
朝
に
入
っ
て
か
ら
は
、
和
歌
に
は
見
え
ず
、
よ
う
や
く
山
家
集
に
到
っ
て
姿

を
現
わ
す
こ
と
に
、
奇
異
の
感
が
す
る
。

平
安
末
年
に
お
い
て
は
、
他
に
殴
打
門
院
大
輔
集
（
大
柿
、
天
承
元
年
八
一

一
三
一
∨
頃
1
正
治
二
年
＜
一
二
〇
〇
∨
頃
）
に
、
「
物
こ
ひ
し
」
　
「
物
め
づ

ら
L
J
を
新
た
に
見
出
す
。

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
亘
り
、
和
歌
史
上
は
中
世
に
入
れ
ら
れ
る
拾
玉
来

（
慈
円
、
久
寿
二
年
八
二
五
五
∨
－
嘉
禄
元
年
八
一
二
二
五
∨
）
　
に
は
、

「
物
と
こ
ろ
せ
し
」
が
、
明
恵
上
人
歌
集
（
高
弁
、
承
安
三
年
八
一
一
七
三
∨

－
貞
永
元
年
＜
二
三
二
∨
）
に
は
「
物
く
る
は
し
」
と
「
あ
ら
ま
物
う
し
」

と
が
新
出
で
あ
る
。

こ
こ
で
再
び
「
も
の
」
形
容
動
詞
を
振
返
っ
て
み
た
い
。
「
物
あ
は
れ
な

り
」
が
御
堂
関
白
集
に
初
出
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
後
は
、
詞
書
に
こ
そ
相
樺
集
、
赤
染
街
門
集
、
和
泉
式
部
歌
集
、
四

条
中
納
言
集
、
出
羽
弁
集
（
以
上
各
一
例
）
、
成
尋
阿
間
梨
母
集
（
二
例
）
の

よ
う
に
見
出
さ
れ
る
も
の
の
、
和
歌
に
は
見
え
ず
、
堀
河
院
御
時
百
首
歌
（
長

登
一
、
三
年
八
二
〇
五
、
六
∨
頃
詠
進
）
に
よ
う
や
く
一
例
、
そ
れ
と
は
ぼ

同
時
期
の
元
永
二
年
八
一
二
九
V
の
内
大
臣
忠
通
歌
会
に
、

月
の
眉
み
ね
に
ち
か
づ
く
夕
ま
ぐ
れ
お
ぼ
ろ
け
に
や
は
も
の
あ

は
れ
な
る

（
三
二
）

が
現
れ
る
。
次
い
で
約
六
十
年
を
隔
て
て
、
治
承
二
年
＜
一
一
七
八
V
の
或
所

廿
二
番
歌
合
に
、

蓬
生
と
な
り
行
く
庭
を
か
き
分
け
て
物
封
嘲
叫
叫
引
秋
は
き
に
け
り
（
八
）

が
見
え
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
生
存
年
代
の
重
な
る
歌
人
の
家
集
た
る
有
一
好
中
将
集

（
源
有
房
、
寿
永
元
年
＜
一
一
八
二
∨
頃
没
）
、
刑
部
姻
頼
捕
集
（
藤
原
頼
蹄
、

天
永
三
年
八
一
一
一
二
∨
－
文
治
二
年
＜
一
一
八
六
∨
）
、
長
秋
詠
浣
（
俊
成
、

永
久
二
年
＜
二
一
四
∨
－
元
久
元
年
＜
一
二
〇
四
∨
）
、
寂
蓮
集
（
寂
蓮
、

保
延
五
年
＜
二
三
九
∨
頃
－
建
仁
二
年
＜
一
二
〇
二
∨
）
、
拾
玉
集
（
前

出
）
、
後
鳥
羽
院
御
集
（
後
鳥
羽
院
、
治
承
四
年
＜
一
一
八
〇
∨
－
延
応
元
年

八
一
二
三
九
∨
）
、
拾
遺
息
草
（
定
家
、
応
保
二
年
＜
一
一
六
二
V
I
仁
治
二
　
一

年
＜
一
二
四
一
∨
）
等
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
作
品
に
、
「
物
　
1
3

あ
は
れ
な
り
」
が
腿
ま
っ
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
歌
を
引
い
て
お
く
。
一

あ
か
つ
き
の
を
の
へ
の
か
ね
に
う
ち
そ
へ
て
も
の
あ
は
れ
な
る
さ
を
し
か
の

こ
ゑ
（
有
房
中
将
集
一
六
一
）

さ
ら
ぬ
た
に
も
の
あ
は
れ
な
る
あ
き
の
よ
を
い
か
に
せ
よ
と
て
む
し
の
な
く

ら
む
（
刑
部
姻
頼
捕
集
三
八
）

春

の
日
の
の
と
か
に
か
す
む
山
里
に
物
あ
は
れ
な
る
い
か
る
か
の
こ
ゑ
（
寂

苅
集
一
一
八
）

な
に
と
な
く
お
し
ま
て
過
る
月
日
に
も
物
封
刷
れ
咄
副
夏
の
碁
か
な
（
拾
遺

愚
草
員
外
雑
歌
二
八
二
六
）

以
上
、
通
時
的
に
眺
め
た
場
合
に
、
最
も
顕
著
な
の
は
、
共
時
的
考
察
に
お
い

て
述
べ
た
と
同
じ
く
、
や
は
り
「
物
う
し
」
の
使
用
で
あ
る
。
こ
の
語
詞
は
、
平

安
朝
を
通
じ
て
変
る
こ
と
な
く
和
歌
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
、



其
他
の
「
も
の
」
形
容
詞
は
、
「
物
う
し
」
に
随
伴
す
る
か
の
如
く
、
次
第
に

そ
の
種
類
が
増
し
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

い
ま
、
こ
の
事
を
示
す
一
証
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
「
物
う
し
」
以
外
の

「
も
の
」
形
容
詞
を
用
い
て
い
な
が
ら
、
「
物
う
し
」
を
用
い
て
い
な
い
歌
集

は
、
藤
原
長
能
集
、
大
江
蔓
昌
集
、
相
模
集
、
大
納
言
経
信
卿
輿
肥
後
集
、

刑
部
撒
平
忠
盛
朝
臣
集
、
長
秋
詠
琵
、
明
恵
上
人
歌
集
の
八
集
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
「
物
う
し
」
の
み
の
、
あ
る
い
は
「
物
う
し
」
の
他
の
「
も
の
」
形
容

詞
を
も
用
い
て
い
る
歌
集
は
、
四
三
集
に
も
上
る
の
で
あ
る
。
（
四
三
集
に
つ

い
て
は
、
第
二
　
二
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

結

び

に

代

え

て

平
安
朝
和
歌
に
所
用
の
「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
の
使
用
率

に
つ
い
て
は
、
第
一
節
に
記
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
物
語
等
作
品

群
に
所
用
の
語
詞
の
場
合
は
い
か
ゞ
で
あ
ろ
う
か
。
使
用
率
の
高
い
も
の
か
ら

（9）

順
次
第
一
〇
位
ま
で
を
掲
げ
て
み
よ
う
。
（
　
）
は
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
す
。

間
物
さ
わ
が
し
（
八
・
六
）
出
物
あ
は
れ
な
り
（
八
・
四
）
刷
物
く
る
は
し

（
八
・
二
）
聞
物
し
（
六
・
九
）
出
物
う
し
（
六
・
七
）
間
物
は
か
な
し

（
四
・
九
）
川
物
こ
こ
ろ
ば
そ
し
（
四
・
五
）
聞
物
お
そ
ろ
し
（
四
二
）

㈱
物
ふ
か
し
（
二
・
五
）
、
物
む
つ
か
し
（
二
・
五
）
㈹
物
か
な
し
（
二
・

三
）

こ
の
よ
う
に
、
第
一
位
か
ら
第
一
〇
位
ま
で
比
較
的
な
だ
ら
か
な
使
用
率
の

曲
線
を
描
い
て
い
る
が
、
和
歌
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
位
「
物
う
し
」
だ

け
が
極
端
な
高
率
を
示
し
、
第
二
位
の
「
物
あ
は
れ
な
り
」
と
い
え
ど
も
、
遥

か
に
及
ば
な
い
。

既
に
述
べ
た
で
と
く
、
異
り
語
数
、
延
べ
語
数
共
に
和
歌
所
用
の
「
も
の
」

形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
は
、
物
語
等
作
品
群
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
極
め

て
小
規
模
で
あ
る
。
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
あ
る
特
定
の
語
詞
に
偏
っ
て

い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

和
歌
に
お
い
て
は
、
何
故
に
か
か
る
特
徴
あ
る
分
布
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
お
そ
ら
く
は
、
「
も
の
」
形
容
詞
、
「
も
の
」
形
容
動
詞
が
和
歌
世
界

と
は
十
分
な
じ
み
得
な
い
特
質
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
特
質
と

（10）

は
、
根
来
司
氏
や
糸
井
退
治
氏
の
説
か
れ
た
よ
う
な
、
こ
の
種
の
語
彙
の
意
味

に
、
更
に
よ
り
深
く
は
和
歌
の
本
質
に
関
わ
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
が
、
小
塙
で
は
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
は
立
入
る
こ
と
を
せ
ず
、
ひ
と
ま

ず
、
客
観
的
事
実
を
述
べ
る
に
止
め
よ
う
と
思
う
。

（注）
3

「
も
の
1
」
な
る
形
態
の
形
容
詞
す
べ
て
を
指
し
て
言
う
。
形
容
動
詞
　
l
生

の
場
合
も
同
じ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

平
安
朝
文
学
に
お
け
る
語
彙
に
つ
い
て
－
「
も
の
」
接
合
形
容
詞
に
つ

い
て
－
（
「
大
谷
女
子
大
国
文
」
第
四
号
所
収
）

調
査
に
当
っ
て
は
、
次
の
諸
青
に
依
っ
た
。
宮
島
達
夫
『
古
典
対
照
語
い

衷
』
按
原
鉄
雄
・
曽
田
文
雄
『
大
和
物
語
語
彙
索
引
』
宇
津
保
物
語
研
究

会
『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
索
引
窟
』
松
尾
聴
・
江
口
正
弘
『
落
寝
物

語
総
索
引
』
鎌
田
広
大
『
提
中
納
言
物
語
総
索
引
』
馬
渕
和
夫
・
有
賀
嘉

寿
子
『
今
昔
物
語
集
自
立
語
索
引
』
松
村
博
司
『
栄
花
物
語
仝
注
釈
八
』

池
田
利
夫
『
浜
松
中
納
言
物
語
総
索
引
』
阪
倉
篤
義
・
高
村
元
継
・
志
水

富
夫
『
夜
の
寝
覚
総
索
引
』
塚
原
鉄
雄
・
秋
本
守
英
・
神
尾
鳴
子
『
狭
衣

物
語
語
彙
索
引
』
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
和
泉
式
部
日
記
総

索
引
』
今
小
路
党
塙
・
三
谷
幸
子
『
校
本
廼
岐
典
侍
日
記
』



4
．
根
来
司
『
平
安
女
流
文
学
の
文
章
の
研
究
続
編
』
四
七
百
。
な
お
「
源

語
的
空
間
と
語
り
手
」
　
（
「
講
座
日
本
文
学
源
氏
物
語
下
」
所
収
）
に
も

同
様
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
糸
井
通
浩
「
基
本
認
識
語
彙
と
文
体
－

平
安
和
文
系
作
品
を
中
心
に
し
て
1
」
　
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
二
』
所

収
）

5
　
「
伝
定
家
粕
詠
歌
」
四
五
一
四
番
歌
に
「
物
近
く
」
が
有
る
が
、
存
疑

歌
な
の
で
除
外
し
た
。

6
　
＜
古
今
∨
左
往
つ
ら
げ
な
り
＜
後
撰
∨
歌
う
れ
し
げ
な
り
、
詞
き
た
な

げ
な
り
、
つ
ら
げ
な
り
＜
拾
遺
∨
歌
う
ら
さ
び
し
げ
な
り
、
詞
こ
こ
ろ
ば

そ
げ
な
り
、
を
か
し
げ
な
り
＜
後
拾
遺
∨
歌
う
ら
さ
び
し
げ
な
り
、
は
づ

か
し
げ
な
り
、
詞
あ
る
ま
じ
げ
な
り
、
こ
こ
ち
よ
げ
な
り
、
ね
た
げ
な
り

＜
金
葉
∨
歌
あ
さ
ま
し
げ
な
り
、
か
た
げ
な
り
、
や
す
げ
な
り
、
詞
あ
や

し
げ
な
り
＜
詞
花
∨
歌
お
も
げ
な
り
、
詞
あ
る
ま
じ
げ
な
り
＜
新
古
今
∨

歌
お
そ
げ
な
り
、
詞
は
か
な
げ
な
り

7
　
『
未
刊
国
文
舌
註
繹
大
系
』
に
拠
る
。

8
　
萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
会
大
成
』
に
拠
る
。
以
後
も
歌
会
は
同
番
に
拠
る
。

9
　
各
語
詞
毎
に
そ
の
用
例
数
を
、
「
も
の
」
形
容
詞
「
も
の
」
形
容
動
詞

の
合
計
で
除
し
た
。
用
例
数
は
、
「
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
。

1
0
　
注
4
（
但
し
、
根
来
氏
は
後
者
の
論
文
）
　
に
同
じ
。

（
5
7
・
5
・
6
　
高
知
大
学
教
授
）

注
4
追
記
　
根
来
司
　
「
中
古
和
歌
の
語
免
」
　
（
『
講
座
日
本
語
の
語
泉
第
三

巻
古
代
の
語
免
』
5
7
・
5
・
2
5
所
収
）
　
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

会
旦
近
菩
紹
介

源
氏
の
作
者
　
紫
式
部
　
（
日
本
の
作
家
望

稲
賀
　
敬
二

紫
式
部
の
生
涯
を
誕
生
か
ら
結
婚
・
宮
仕
え
を
経
て
死
後
の
供
養
に
至
る
ま

で
編
年
的
に
綴
っ
た
評
伝
。
娘
の
大
弐
三
位
賢
子
の
伝
記
お
よ
び
源
氏
物
語
の

享
受
・
研
究
史
に
も
触
れ
る
。

前
著
『
源
氏
物
語
前
後
』
　
（
昭
和
五
五
年
・
和
泉
書
院
刊
）
等
に
お
い
て
展

開
し
て
き
た
若
者
独
自
の
文
学
史
論
を
背
畳
に
、
通
説
を
尊
重
す
る
l
方
で

は
、
随
所
に
大
胆
な
推
理
や
仮
説
を
織
り
ま
ぜ
て
、
平
安
宮
廷
社
会
に
お
け
る

紫
式
部
の
作
家
と
し
て
の
自
覚
と
成
長
の
過
程
を
鮮
明
に
説
き
明
か
し
て
い
　
一

る
。
種
々
の
資
料
を
駆
使
す
る
中
に
も
、
と
り
わ
け
説
話
・
伝
承
の
類
を
も
吟
　
持

味
の
上
、
潰
極
的
に
伝
記
資
料
と
し
て
の
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
点
に
特
色
－

が
見
ら
れ
る
。

源
氏
物
語
を
始
め
、
日
記
・
家
集
の
執
筆
・
編
纂
の
契
機
と
過
程
に
関
す
る

新
見
は
そ
れ
ぞ
れ
読
み
ど
た
え
が
あ
る
。
ま
た
、
紫
式
部
の
見
聞
や
体
験
が
源

氏
物
語
の
記
述
に
い
か
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
数
々
の
指
摘
も
貴

重
で
あ
る
。

一
般
読
者
に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
平
易
な
叙
述
が
な
さ
れ
た
ハ
ン
デ
ィ
な

雷
で
あ
る
が
、
作
家
紫
式
部
の
本
格
的
な
評
伝
と
し
て
斬
新
か
つ
高
度
で
密
度

の
濃
い
l
冊
だ
と
言
え
よ
う
。

巻
頭
に
略
系
図
・
主
要
人
物
解
説
、
巻
末
に
略
年
譜
を
付
す
。

（
B
六
版
、
二
七
〇
ペ
ー
ジ
。
昭
和
五
七
年
二
月
、
新
興
社
刊
。
一
五
〇

〇
円
）

tosho-seibi-repo
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